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【20】（トリガ待ち）タイムアウトの設定／解除

   書式   int ad_set_timeout (WORD set_time)

   引数   ｓｅｔ＿ｔｉｍｅ： タイムアウトまでの時間（単位：秒）、０で解除。

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    前記【７】トリガ待ち開始後、ここで設定した時間を経過するとトリガ待ちを止める。

【21】（ＡＤボード）各フラグのクリア、およびサンプリング条件の再設定

   書式   int ad_clear_flags (void)

   引数    な し

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    ＡＤボード上ＦＩＦＯバッファメモリの各フラグをクリアし、直前に設定したサンプリング条件を
 再設定する。

【22】割り込み発生時に実行するユーザ関数の設定

   書式   int ad_onint_func (int intr_source, void interrupt_far *func)

   引数 ｉｎｔｒ＿ｓｏｕｒｃｅ： 割り込み要因／ ０：連続サンプリングの各回スキャン開始時

                                        １：外部割り込み入力（↓負エッジ）

                                        ２：外部割り込み入力（↑正エッジ）

                                        ３：トリガ発生

                                          ４：連続サンプリングの各回スキャン終了時

  ｆｕｎｃ ： ユーザ作成関数のポインタ

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    ユーザが任意に作成した割り込み処理関数の指定。
   但し、当指定は【３】サンプリング動作モードで《Ｉ／Ｏデータ転送で割り込み不使用》に設定

   されているときのみ有効である。

【23】本ハンドラのバージョン取得

   書式   int ad_get_libver (int ver)

   引数    ｖｅｒ ： ＝０のとき、戻り値は メジャーバージョン番号 ＋ マイナーバージョン番号

                                      （上位バイト）            （下位バイト）

  戻り値    正常終了時 ： ＝０

   エラー時   ： エラーコード／負の値（エラーコード表）

機能・動作    本ハンドラ（ライブラリ）のバージョン番号を得る。
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　　□■ エラー ■□　　　　本ハンドラの各関数は実行前後（または実行中）に不適当なパラ

　　　　　　　　　　　　　メータや動作状態を検出するとエラーコードを返してきます。

　  表５－４Ｂ．エラーコード一覧

戻り値 　　　　　　　不具合いの内容、または因果情報 　　　　　適用関数、引数、等

－　１  ボードを検出できない。（ボード不在、Ｉ/Ｏアドレス不一致、等） 　ａｄ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ（ ）

－　２  ハンドラ初期化の未実行。 　

－　３  スタート関数【７】【７】’実行前の条件設定不足。 　ａｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｓａｍｐ（ ）

－　４  サンプリング実行チャンネル数          指定パラメータの不適当 　ｎｏ＿ｃｈ

－  ５  サンプリング・スキャン順              指定パラメータの不適当   ｓｃａｎ＿ｏｒｄｅｒ［ ］

－  ６  ＡＤデータ転送方法                    指定パラメータの不適当 　ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］

－  ７  割り込み発信フラグ（ＡＤデータ転送トリガ）パラメータの不適当   ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ［０］

－  ８  ＡＤデータ転送先                      指定パラメータの不適当   ｂｕｆ＿ａｒｅａ

－  ９        同上                  （ＤＭＡのときは標準メモリに限る）  ｂｕｆ＿ａｒｅａ

－１０  （ＡＤデータ転送に）割り込み使用の有無指定パラメータの不適当 　ｉｎｔｒ＿ｓｗ、

－１１  初期化のとき、割り込み番号を範囲外に指定している。 　ｉｎｔｒ＿ｓｗ、ｉｎｔｒ＿ｎｏ

－１２  ＤＭＡ使用時は（ＡＤデータ転送に）割り込み使用不可。   ｉｎｔｒ＿ｓｗ、ｔｒｓ＿ｍｏｄｅ

－１３  【２１】ａｄ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ で割り込みを使用している。 　ｉｎｔｒ＿ｓｗ、

－１４  ＤＭＡチャンネル                      指定パラメータの不適当 　ｄｍａ［０］

－１５  ＤＭＡ転送モード                      指定パラメータの不適当   ｄｍａ［１］

－１６  トリガ動作モード                      指定パラメータの不適当   ｔｒｇ＿ｍｏｄｅ

－１９  トリガ源                              指定パラメータの不適当   ｔｒｇ＿ｓｏｕｒｃｅ

－２０  トリガ極性                            指定パラメータの不適当   ｔｒｇ＿ｐｏｌ

－２１  トリガレベル                          指定パラメータの不適当   ｔｒｇ＿ｌｅｖｅｌ

－２２  クロック源                            指定パラメータの不適当   ｃｌｋ＿ｓｏｕｒｃｅ

－２３  サンプリング・クロックの指定方法          パラメータの不適当 　ｓｅｔ＿ｍｏｄｅ

－２４  クロック周期の単位                    指定パラメータの不適当 　ｔｉｍｅ＿ｕｎｉｔ

－２５  クロック周期の値、または分周比        指定パラメータの不適当   ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ

－２６  クロック源周波数が未設定なのにクロック周期で指定した。 　ｅｘｃｌｋ＿ｆｒｅｑ

－２７  クロック周期、または分周比の値が大きすぎる。 　ｃｌｋ＿ｐｅｒｉｏｄ

－２８  ＡＤデータバッファが小さすぎる。 　ｎｏ＿ｓａｍｐ、ｂｕｆｓｉｚｅ

－３０  マニュアル（１回）サンプリング・スキャンのチャンネルが未設定   ａｄ＿ｇｅｔ＿ｏｎｅｓｃａｎ（ ）

－３３  ＡＤデータ・コード                    指定パラメータの不適当   ｄａｔａ＿ｃｏｄｅ

－３４  拡張メモリ～ＡＤデータバッファ間、１回の転送は３２ＫＷ以内。   ａｄ＿ｒｅａｄ＿ｅｘｍｅｍ（ ）

－３５  拡張メモリからサンプリング点数を超えて読み出そうとした。   ａｄ＿ｒｅａｄ＿ｅｘｍｅｍ（ ）

－３６  サンプリング動作（ＡＤデータ転送）に割り込みを使用している。   ａｄ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ（ ）

－３７  割り込み要因                          指定パラメータの不適当 　ａｄ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ（ ）

－３８  ユーザ関数が存在しない。   ａｄ＿ｏｎｉｎｔ＿ｆｕｎｃ（ ）

－４０ （データロスト、オーバーラン）エラー発生

－４３  ＢＲＥＡＫキイでトリガ待ち（またはサンプリング）を中止した。   ａｄ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ（ ）

－４４  タイムアウトによりトリガ待ちを中止した。   ａｄ＿ｓｅｔ＿ｔｉｍｅｏｕｔ（ ）

－４５  サンプリングは既に終了している。   ａｄ＿ｓｔｏｐ＿ｓａｍｐ（ ）

－５１  トリガ待ち解除、サンプリング中止は既に設定済み。   ａｄ＿ｏｎｋｅｙ＿ｑｕｉｔ（ ）

－５２  トリガ待ち解除、即トリガは既に設定済み。   ａｄ＿ｏｎｋｅｙ＿ｔｒｇ（ ）
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　  表５－４Ｂ．エラーコード一覧

戻り値 　　　　　　　不具合いの内容、または因果情報 　　適用関数、引数、等

－６０ 　ＥＭＳ関連：常駐していない。 　

－６１ 　ＥＭＳ関連：物理ページのエントリ取得エラー。 　

－６２ 　ＥＭＳ関連：物理ページ数が不足。（４ページ必要） 　

－６３ 　ＥＭＳ関連：ページ・フレームのアドレス取得エラー。

－６４ 　ＥＭＳ関連：未アロケート・ページ数取得エラー。 　

－６５ 　ＥＭＳ関連：メモリ不足エラー。 　

－６６ 　ＥＭＳ関連：ページの割り当てとハンドルの取得エラー。 　

－６７ 　ＥＭＳ関連：マッピングエラー、ＥＭＳデータ転送エラー（割り込み時）。

－６８ 　ＥＭＳ関連：既に開放されている。

－７０ 　ＸＭＳ関連：常駐していない。

－７１ 　ＸＭＳ関連：ドライバ・エントリアドレス取得エラー。

－７２ 　ＸＭＳ関連：フリーメモリ取得エラー。

－７３ 　ＸＭＳ関連：メモリ不足エラー。

－７４ 　ＸＭＳ関連：メモリ確保エラー。

－７５ 　ＸＭＳ関連：転送バッファ確保エラー。

－７６ 　ＸＭＳ関連：データ転送エラー。

－７７ 　ＸＭＳ関連：マッピングエラー、ＸＭＳデータ転送エラー（割り込み時）。

－７８ 　ＸＭＳ関連：既に開放されている。
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                           □■ Ｃハンドラ使用例 ■□

             本ハンドラ（ＬＩＢ）とコンパイル／リンクして使用します。

                       表５－４Ｃ．ハンドラ使用例Ｃソース

    ファイル名              動作モード  ＡＤデータ・バッファ領域

ＳＡＭＰＬＥ１．Ｃ  ポーリング、または割り込み使用例。  標準メモリ（コンベンショナル）

ＳＡＭＰＬＥ２．Ｃ  ＤＭＡ転送使用例。  標準メモリ（コンベンショナル）

ＳＡＭＰＬＥ３．Ｃ  拡張メモリ使用例。  ＥＭＳ、ＸＭＳ

ＳＡＭＰＬＥ４．Ｃ  割り込みによるユーザ関数の使用例。  標準メモリ（コンベンショナル）

ＳＡＭＰＬＥ５．Ｃ  リング状バッファ動作例。  標準メモリ（コンベンショナル）

ＳＡＭＰＬＥ６．Ｃ  オプション、外部クロック源の使用例。  標準メモリ（コンベンショナル）
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                         □■ Ｃハンドラ使用上の注意 ■□

 (1)  本ハンドラは不適切な使い方をするとエラーを返してきますから、原因が除去されるように

    デバッグしてください。  特に問題を起こしやすい点は、

      ◆ハード（ＡＤボード）とソフト（ハンドラ）設定の不整合。          ： Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ

      ◆ＡＤボードと他のハード（ＰＣ本体、周辺機器、ボード）の設定重複。： Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ

                                                                           割り込み番号

      特にハード同志の重複設定による不具合いは本ハンドラで検出できませんから、システムの

    構築時に充分な確認が必要です。

 (2)  本ハンドラは【ａｄ＿ｏｐｅｎ＿ａｄｓｙｓ（ ）】で使用開始、

                  【ａｄ＿ｃｌｏｓｅ＿ａｄｓｙｓ（ ）】で使用終了とします。

      特に終了手続きは本ハンドラ内で確保したメモリの開放等を含むので重要です。

 (3)  本ハンドラの管理する割り込みは１系統のみです。

      サンプリング実行時の《ボード上のＦＩＦＯバッファ》～《パソコン側データバッファ》間

    データ転送の実行タイミングとして、またはユーザ関数実行タイミングとしてのいずれか一方

    にのみ利用できます。

 (4)  データロスト・エラー

      ＡＤボードの自動サンプリング動作でＦＩＦＯバッファメモリにＡＤデータが流入する速度

    よりパソコン側から読み出す速度が遅く、ＦＩＦＯバッファメモリが満杯になったうえに次の

    データが書き込まれようとすると、そのデータはこぼれ（失われ）てしまいます。

      これがデータロスト・エラーで、構築されたシステム全体の処理速度を超えたクロック値を

    指定して実行したときに起ります。  なおデータロスト・エラーが発生した場合、これ以前の

    データ（ＦＩＦＯバッファメモリ中にある）も全て無効となります。

      システムパフォーマンスはＣＰＵを含むパソコン本体の実行速度や周辺機器の状態に左右さ

    れますが、（ユーザが記述する）本ハンドラの応用プログラムがサンプリング実行＆データ読

    み込み（ブロック転送）に専念した場合は数百ＫＨｚ程度のサンプリング速度が実現可能です。

 (5)  直接Ｉ／Ｏ操作を行うとき

      本ハンドラを介さずＡＤボードに直接Ｉ／Ｏ操作（ＯＵＴ／ＩＮＰ）を行うと、本ハンドラ

    の管理が行き届きませんから不本意な動作となることがあります。
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